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2. 超伝導研修の内容  
平成 27 年 8 月 19 日〜21 日に、桂キャンパス A1 棟の工学研究科電子工学専攻集積機能工学研究室で、高温超
伝導体試料 YBa2Cu307-yを作製し、完全反磁性や電気抵抗零などの物性測定を実習する企画研修を開催し、企画者
である技術職員 5 名が参加した。 
１日目は、午後に簡単な説明の後、久しぶりの化学式に悪戦苦闘しながら必要な原料重量を計算した。秤量後、
約３０分間、原料を乳鉢で混合し、坩堝に入れ、６００℃２時間、９２０℃６時間空気中で仮焼きした。また、試料内混入




























5. 施設見学研修の内容  
平成 27 年 9 月 7 日に、産業廃棄物処理業者であるアサヒプリテック株式会社神戸事業所と、ガス関連事業を行う
岩谷産業株式会社中央研究所に訪問し、企業説明を受け施設見学研修を行った。工学研究科から 9 名、他部局か




























8. 企画研修のまとめ  
今まで参加したくない専門外の研修は時間の無駄だとの声もあった。その為、今回、初めての試みである企画研
修は、ある程度興味がある研修を企画して申請し、ある程度の修正の後、審査を通過した後、開催する研修である。










い点は改善し、より良い研修にして行くように PDCA サイクルを実施する事が重要である。 
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